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御意見等 

デジタル・コンテンツの流通の促進等に関する検討委員会の現

在の委員構成はコンテンツ流通の促進を検討するには不十分

なものであり、ネット配信事業者・流通事業者等の当事者を加

える必要がある。 

理由 

本中間答申では 58 ページのコンテンツビジネスの将来展望に

関する検討推進の中で「どのように流通させればうまくいくの

か、具体的にマーケットが広がるか等、国としての戦略、ビジ

ョンを描いていくことが必要」や「権利処理にフォーカスする

段階は終わったのではないか。ネットによる収益性はどのよう

にすれば向上するのか等、より本質的な問題に議論を移してい

く必要があるのではないか」といった意見が出されている。 

しかし、現在の委員構成は通信事業者を見ると NTT や KDDI と

いったインフラ屋しか参加しておらず、実際にネット配信に取

り組み、ビジネスモデルを権利者に対して提案し、事業の収益

性を高めていく当事者である配信事業者が、サービス屋が参加

していない。 

一応 Gyao の会長を務めている依田 巽 委員が名簿に載ってい

るものの、昨年 9月以降の検討委員会全てを欠席していて一度

も出席していない。 

また、オブザーバとして Gyao/Yahoo 動画といったサービス屋

が呼ばれたのも、第五次中間答申の前の第 34回が最後である。 

こうした中で権利者団体代表委員から「ビジネスモデルが提案

されない」「ネットの収益性が低い」という発言が一方的に繰

り返されているのがデジコン委の現状だと理解している。 

実際にネットワークサービスとしてのコンテンツ流通を担う、

もう一つの当事者であるサービス屋が居ない状態で、どのよう

な議論・検討を行ったとしても、それは時間の無駄に終わるだ



けなのではないかと言うことを危惧している。 

例えば YouTube を運営している Google や、ニコニコ動画を運

営しているドワンゴ、自社コンテンツのネット配信を手がけて

いるバンダイビジュアル等のアニメ企業、或いは、物理メディ

アへのコピーも可能な配信サービスを開始した TUTAYA。そうい

った流通を担っている当事者を委員として招聘し、継続的に意

見を聞く努力をするべきではないか。 

そうした努力がはらわれない限り、貴重な時間を無駄にするだ

けの空回りの議論に終始してしまうのではないかということ

を危惧している。 

 


